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松尾の宮崎畜産グループ会社 

からもタイヤショベルを提供 

して頂き、集積の省力化を 

図っていただきました。 

発行 大馬越地区コミュニティ協議会    電話 0996-４４－２７７３ 

会長 末弘義武     主事 久永行雄   職員 萩元達治 

大馬越地区内高所作業車による伐採作業実施 

二
年
前
か
ら
実
施
し
て
い
る
、
地
区
内
の
市
道
・

農
道
等
に
お
け
る
高
木
の
伐
採
作
業
を
本
年
度
二
自

治
会
か
ら
三
箇
所
と
事
務
局
か
ら
の
要
望
一
箇
所
を

十
月
四
日(

日)

午
前
八
時
か
ら
各
自
治
会
か
ら
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
員
と
し
て
七
名
ず
つ
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
通
行
に
支
障
の
な
い

よ
う
に
、
綺
麗
に
伐
採
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各

参
加
者
は
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
持
参
で
、
高
所
作
業
か
ら

伐
採
さ
れ
る
木
の
枝
を
小
さ
く
切
断
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
各
自
治
会
で
処
分
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
事
業
は
自
治
活
動
健
康
福
祉
部
会
の
事
業
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
十
二
箇
所
伐

採
し
て
お
り
地
区
か
ら
は
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
い
て

お
り
、
来
年
度
も
実
施
す
る
方
向
で
調
整
い
た
し
ま

す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
場
合
は 

、
事

前
に
調
査
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

上
記
作
業
個
所
は
、
事
務
局
か
ら
の
要
望
と
し
て
コ

ミ
セ
ン
前
の
駐
車
場
横
市
道
添
い
の
高
木
枝
伐
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松下司宅前の国道沿いの伐採作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 宍野伯幸宅前の旧道添いの河川敷伐採作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  まごえ茶屋の後の旧道添いの伐採作業 

山
下
自
治
会
宮
田
ケ
原
班
の
国
道
三
二
八
号
線

沿
い
に
高
木
が
あ
り
、
国
道
敷
地
内
に
枝
が
伸
び
て 

特
に
雨
降
り
後
は
、
枝
が
垂
れ
下
が
り
国
道
を
通
行

す
る
大
型
ト
ラ
ッ
ク
、
定
期
バ
ス
等
に
支
障
を
及
ぼ

し
て
お
り
、
本
年
度
伐
採
を
い
た
し
ま
し
た
。 

こ
の
場
所
は
、
朝
の
通
勤
時
間
帯
と
重
な
り
、
車
両

の
往
来
が
あ
り
ま
し
た
が
、
地
元
参
加
者
が
交
通
指

導
配
置
員
を
置
き
、
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。
ま
た
、
伐
採
し
た
集
積
に
は
松
下
司
さ
ん

が
、
バ
ッ
ク
ホ
ー
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

地
元
と
し
て
は
、
こ
の
後
ト
ラ
ッ
ク
前
方
の
竹
林
も

支
障
箇
所
の
た
め
伐
採
し
て
頂
き
ま
し
た
。
参
加
者

の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

大
馬
越
自
治
会
か
ら
の
要
望
個
所
と
し
て
、
宍

野
伯
幸
さ
ん
宅
前
の
旧
道
添
い
の
河
川
敷
か
ら

伸
び
て
い
る
雑
木
が
二
箇
所
あ
り
、
こ
こ
で
も
大

型
ト
ラ
ッ
ク
等
が
休
憩
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
全
て

低
木
に
伐
採
し
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
箇
所
は
高

所
作
業
か
ら
枝
を
伐
採
し
た
場
合
に
、
河
川
敷
内

に
落
下
す
る
た
め
、
ロ
ー
プ
を
使
用
し
て
な
る
だ

け
河
川
敷
内
に
落
ち
な
い
よ
う
工
夫
さ
れ
ま
し

た
。 

大
馬
越
自
治
会
は
、
各
班
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
当
日
の
作
業
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。 

大
馬
越
自
治
会
か
ら
の
二
箇
所
目
の
要
望
個
所
は
、
宍
野

利
信
さ
ん
経
営
の
ま
ご
え
茶
屋
後
ろ
の
旧
道
敷
き
で
あ
り
ま

し
た
が
、
大
き
な
柿
の
木
や
桜
及
び
紅
葉
等
銘
木
が
あ
り
、

春
に
は
桜
、
秋
に
は
紅
葉
と
し
て
名
所
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
い
ず
れ
も
旧
道
敷
き
に
枝
が
垂
れ
下
が
り
、
車
両
の
通

行
に
支
障
を
来
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
伐
採
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に
こ
の
場
所
は
電
話
ケ
ー
ブ
ル
が
あ
り
、
高

所
作
業
車
で
は
、
電
話
線
を
切
断
し
な
い
よ
う
に
、
小
さ
く

し
て
枝
を
伐
採
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
集
積
は
軽
ト
ラ

ッ
ク
に
て
、
搬
出
し
て
い
た
だ
き
大
変
な
作
業
で
あ
り
ま
し

た
。
当
日
の
参
加
者
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。 

写
真 

電
話
ケ
ー
ブ
ル
を
切
断
し
な
い
よ
う
に
慎
重
に
伐
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     施工前              施工後完成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山
下
ゴ
ー
ル
ド
集
落 

コ
ミ
協

支

援

事

業 

補
助
金
活
用
事
業 

宮田ケ原公民館敷地内アルミフェンス設置工事 

本
年
度
、
大
馬
越
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
が
、

コ
ミ
協
活
動
補
助
金
と
し
て
山
下
自
治
会
・
草
渡
自
治

会
・
長
野
下
自
治
会
の
三
集
落
が
選
定
さ
れ
て
お
り
、

長
野
下
自
治
会
に
於
い
て
は
、
倉
庫
の
屋
根
補
修
工
事

が
終
了
し
て
お
り
ま
す
。
草
渡
自
治
会
に
於
い
て
は
、

市
道
敷
き
の
伐
採
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
作
業
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
山
下
自
治
会
に
於
い
て

は 

宮
田
ケ
原
公
民
館
敷
地
内
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
、
金

網
フ
ェ
ン
ス
を
ア
ル
ミ
の
フ
ェ
ン
ス
に
取
り
換
え
る

作
業
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
夜
間
の
会
議

等
で
敷
地
内
に
出
た
場
合
に
暗
い
た
め
、
危
な
く
、
ま

た
除
草
作
業
時
に
は
刈
払
機
の
刃
に
引
っ
掛
か
り
危

な
い
状
態
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
回
耐
久
性
の
あ
る

ア
ル
ミ
フ
ェ
ン
ス
に
変
更
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

当
日
は
匠
の
職
人
八
人
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
掘
削
か

ら
水
平
調
査
、
支
柱
の
位
置

な
ど
、
綿
密
に
計
算
し
て
い

た
だ
き
、
専
門
の
業
者
に
劣

ら
な
い
素
晴
ら
し
い
出
来
栄

え
と
な
り
ま
し
た
。
山
下
自

治
会
長
の
堀
之
内
義
和
さ
ん

か
ら
は
、
こ
れ
で
夜
の
会
議

更
に
は
、
除
草
作
業
が
安
心

し
て
出
来
ま
す
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
。 

写
真
は
施
工
前
と
完
成
後
及

び
作
業
中
と
、
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
集
合
写
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                          ストレッチ体操もしっかり実施 

 

 中央大園忠英さんの選手宣誓です。 

当日の上位成績者「水流さん優勝おめでとうございます」 

 
成績区分 氏  名 

スコ

アー 

優 勝 水流 信雄 41 

準優勝 上野 良和 42 

第３位 古川 明子 42 

第４位 斧渕 重高 44 

第５位 大園 忠英 45 

第６位 上原よし子 46 

第７位 久永 行雄 46 

第８位 吹田 紘男 47 

第９位 折田 豊子 47 

第 10位 藤井 道博 48 

大
馬
越
地
区
福
寿
会
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

旧
大
馬
越
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
有
効
活
用 

旧
大
馬
越
小
学
校
の
敷
地
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
学
校
敷

地
内
を
コ
ミ
協
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
愛
好
会
が
維
持
管
理
し
て
頂

い
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
芝
管
理

が
大
変
で
、
年
五
回
ほ
ど
愛
好
会
の
会
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作

業
で
維
持
管
理
さ
れ
て
お
り
、
全
面
芝
と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
に
は
、
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
、
山
あ
り
土
手
あ
り
の
難
コ

ー
ス
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
練
習
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
と
て
も

頼
も
し
い
コ
ー
ス
と
絶
賛
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
先
月
九
月
二
十

七
日(

日)

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
大
馬
越
地
区
福
寿
会
会
員
三

十
五
名(

一
名
は
応
援
者)

参
加
さ
れ
、二
ホ
ー
ル
に
よ
る
試
合
が

あ
り
、
午
前
中
楽
し
い
プ
レ
ー
を
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
回
福
寿
会
と
し
て
の
こ
の
コ
ー
ス
で
の
プ
レ
ー
は
初
め
て
で

あ
り
、
日
頃
こ
の
コ
ー
ス
で
練
習
さ
れ
て
い
る
方
と
初
め
て
の

方
と
抽
選
に
よ
る
組
分
け
後
、
一
斉
ス
タ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
各
コ
ー
ス
か
ら
は
、
や
っ
た
ー
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
の

声
、
ま
た
外
れ
た
五
じ
ゃ
っ
た
、
や
い
や
ー
側
溝
に
入
っ
た
と

か
、
歓
喜
と
悲
し
み
と
交
差
す
る
声
に
会
場
熱
戦
で
あ
り
ま
し

た
。
今
回
参
加
さ
れ
た
中
で
最
高
年
齢
者
は
、
大
馬
越
自
治
会

松
尾
班
の
古
川
メ
イ
子
さ
ん(

八
十
八
歳)

で
あ
り
ま
し
た
が
、最

後
ま
で
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
を
さ
れ
、
他
の
方
々
か
ら
も
年
度

内
に
、
も
う
一
回
計
画
し
て
ほ
し
い
と
の
声
が
多
数
あ
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
大
原
春
美
福
寿
会
会
長
か
ら
は
、
皆
さ
ん

に
是
非
計
画
し
た
い
と
意
気
込
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。 

参加者最高年齢８８歳の古川メイ子さん また参加したい 

成
績
に
つ
い
て
は
、
同
ス
コ
ア
ー
の
場
合
は
、
年
齢
の

高
い
方
が
上
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
優
勝
か
ら
第

十
位
ま
で
は
、
僅
差
と
な
っ
た
試
合
と
な
り
ま
し
た
。 

関
連
記
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
南
日
本
新
聞 

十
月
十
三
日
朝
刊
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す 

上はナイスショット 下は緑陰で休憩中 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

甲冑丸武産業敷地内城をバックにポーズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沈壽官窯展示施設での陶芸品拝観       七つの登り窯付近にてポーズ 

山

下

宮

田

ケ

原

遊

遊 
サ

ロ

ン

一

日

研

修

視

察 

薩摩川内市管内及び日置市視察 

 

大
馬
越
地
区
三
サ
ロ
ン
に
於
き
ま

し
て
は
、
機
会
あ
る
ご
と
に
ご
紹
介

し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
宮
田
ケ
原

遊
遊
サ
ロ
ン
会
員
が
、
十
月
八
日(

木)

川
内
方
面
を
中
心
と
し
た
研
修
視
察

を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
コ
ロ
ナ

感
染
予
防
症
対
策
に
よ
り
各
家
庭
か

ら
外
出
す
る
機
会
が
な
か
な
か
出
来

な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
気
晴
ら
し
に
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
薩
摩
川
内
市
の
故

郷
再
発
見
と
し
て
、
川
内
火
力
発
電

所
周
辺
の
施
設
、
そ
の
後
甲
胃
工
房

丸
武
産
業
を
視
察
さ
れ
、
川
内
港
と

れ
た
て
市
場
内
に
て
海
鮮
丼
の
昼
食

を
取
り
、
そ
の
後
高
速
を
利
用
し
て
、

薩
摩
焼
の
里
美
山
工
房
の
散
策
を
終

え
、
最
後
に
伊
集
院
の
大
型
デ
ィ
ス

カ
ン
ト
ス
ー
パ
ニ
シ
ム
タ
に
立
ち
寄

り
午
後
四
時
に
入
来
町
に
到
着
す
る

行
程
で
あ
り
ま
し
た
。
川
内
火
力
発

電
所
周
辺
で
は
大
型
貨
物
船
の
大
き

さ
に
皆
さ
ん
ビ
ッ
ク
リ
、
ま
た
中
越

パ
ル
プ
用
の
海
外
か
ら
チ
ッ
プ
の
山

に
こ
れ
ま
た
ビ
ッ
ク
リ
で
し
た
。
丸

武
産
業
で
は
、
時
代
劇
に
使
用
さ
れ

て
い
る
甲
冑
の
凄
さ
に
改
め
て
感
心

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
販 

 

売
価
格
と
し
て
値
札
が
つ
い
て
お
り

ま
し
た
が
、
値
段
に
も
二
度
ビ
ッ
ク

リ
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
後
、
皆

さ
ん
お
楽
し
み
の
と
れ
た
て
の
海
鮮

丼
な
ど
召
し
上
が
り
、
魚
が
と
て
も

新
鮮
で
大
満
足
の
昼
食
で
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
午
後
か
ら
は
、
美
山
の
里
で

は
美
山
陶
遊
館
を
視
察
し
、
だ
れ
で

も
器
等
を
製
作
で
き
る
体
験
施
設
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
足
で
沈
壽

官
窯
の
屋
敷
と
薩
摩
焼
の
展
示
室
を

拝
観
し
、
登
り
窯
で
一
服
し
、
帰
路
に

向
か
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し

た
。
今
回
は
コ
ミ
主
事
も
同
行
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
社
協
の
福
祉

バ
ス
の
利
用
で
あ
り
ま
し
た
が
、
バ

ス
の
搭
乗
時
は
検
温
の
チ
ェ
ッ
ク
、

乗
降
時
は
必
ず
手
を
消
毒
し
、
車
内

で
は
時
々
換
気
そ
し
て
、
全
員
マ
ス

ク
着
用
と
コ
ロ
ナ
感
染
予
対
策
が
し

っ
か
り
と
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

久
々
の
外
出
に
、
皆
さ
ん
満
足
し
た

終
日
で
し
た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
。 な

お
、
大
馬
越
地
区
福
寿
会
員
は
、

十
月
二
十
一
日(

水)

に
か
の
や
バ
ラ

園
を
中
心
に
大
隅
方
面
に
視
察
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大馬越地区コミュニティセンターで開催されている自主講座会員募集中 

わ

っ

は

は

体

操 

開
催
日 

毎
月
第
一
月
曜
日 

時 

間 

午
前
九
時
三
十
分
～
十
一
時 

会 
費 

無
料 

年 
齢 
六
十
五
歳
以
上 

場 

所 
大
馬
越
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
大
会
議
室 

問
合
せ
先 

指
導
者 

手
打
雅
子 

☎ 
 
 
 

四
四
―
四
九
五
九 

生
命
の
貯
蓄
体
操
普
及
会 

開
催
日 

毎
週
月
曜
日 

時 

間 

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時 

会 

費 

月
額
一
五
〇
〇
円 

年 

齢 

不
問 

男
女
問
わ
ず 

場 

所 

大
馬
越
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
小
会
議
室 

問
合
せ
先 

指
導
者 

前
田
た
み
子 

☎ 
 
 
 

四
四
―
五
〇
八
〇 

 

大 
 

 
 

正 
 

 
 

琴 

開
催
日 

毎
月
第
二
と
第
四
火
曜
日 

時 

間 

午
前
九
時
分
～
十
一
時 

会 

費 

月
額
二
千
円 

年 

齢 

不
問 

男
女
問
わ
ず 

場 

所 

大
馬
越
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
大
会
議
室 

問
合
せ
先 

責
任
者 

上
野
孔
子 

☎ 
 
 
 

四
四
― 

三
五
四
三 

 
 

 

さ
わ
や
か
体
操
ク
ラ
ブ 

開
催
日 

毎
月
第
一
と
第
三
金
曜
日 

時 

間 

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時 

会 

費 

月
額
千
円 

年 

齢 

不
問 

場 

所 

大
馬
越
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
大
会
議
室 

問
合
せ
先 

責
任
者 

古
川
明
子 

☎ 
 
 
 

四
四
―
四
八
四
六 

大

馬

越

地

区

グ

ラ
ウ

ン
ド 

ゴ

ル

フ

愛

好

会 

開
催
日 

毎
週
水
曜
日 

時 

間 

午
前
九
時
～
十
一
時 

 
 
 

 

但
し
、
冬
場
の
十
二
月
～
翌
年
二
月
迄
は
午

後
一
時
三
十
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。 

会 

費 

年
額
千
円 

練
習
日
に
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が

出
た
ら
、
百
円
寄
付
が
あ
り
ま
す 

年 

齢 

地
域
在
住
に
限
る 

不
問 

場 

所 

旧
大
馬
越
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド 

問
合
せ
先 

コ
ミ
主
事 

書
記 

久
永
行
雄 

☎ 
 
 
 

四
四
―
二
七
七
三 

大
馬
越
地
区
で
の
自
主
講
座
は
現

在
、
こ
の
他
に
も
親
父
バ
ン
ド
、
生
け

花
教
室
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
等
あ
り
ま
す
が
、

上
記
に
掲
げ
た
団
体
か
ら
募
集
案
内
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
加
入
希
望
者
は
各

責
任
者
に
問
合
せ
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
人
生
の
中
で
健

康
で
長
生
き
す
る
秘
訣
は
何
で
す
か
の

問
い
に
、
必
ず
一
つ
は
自
分
で
好
き
な

趣
味
を
持
つ
こ
と
で
す
と
あ
り
ま
す
。

上
記
の
講
座
は
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
出
来

き
、
健
康
維
持
と
脳
の
活
性
化
に
と
て

も
良
い
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

自 分 の 体 力 と 見 比 べ て 

健 康 維 持 を 図 り ま せ ん か ! ! 

各
種
講
座
に
参
加
さ
れ
て
い
る
会
員
は
、
大
馬
越
地
区
文
化
祭
や
薩
摩
川
内
市
能
祭

な
ど
に
出
演
さ
れ
て
お
り
、
と
て
も
楽
し
く
ど
の
講
座
も
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
機
会
是
非
参
加
し
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

◇第 2 回大馬越地区移動交番開催 

日 程 令和 2年１１月９日(月) 午前１１時００分から  

場 所 大馬越地区コミセン屋外ステージ 

参加者 警察に相談がある方 

 

 
◇入来地域戦没者追悼式開催 

日 程 令和 2年１１月 1０日(火) 

午前１０時３０分 

場 所 向山戦没者等忠魂碑前広場 

参加者 誰でも参加可 

式 典 今回は、コロナ感染対策として 

一部内容を縮小して開催されます。 

 

 

◇大馬越地区行政相談開催 

日 程 令和 2年１１月１９日(木) 

午前 10時～１２時  

場 所 大馬越地区コミセン会議室 

参加者 誰でも参加できます 

 

 
◇第１回小さな拠点づくり事業調整会議 

日 程 令和 2年 11月２0日(金)午後 7時から  

場 所 大馬越地区コミセン会議室 

参加者 調整会議委員(ハガキで通知) 

 

 

大馬越地区コミ協令和２年１１月の主なお知らせ 

◇第４回自治活動健康福祉部会 

日 程 令和 2年 11月２4日(火)午後 7時から  

場 所 大馬越地区コミセン会議室 

参加者 コミ協三役・部会員全員 

 

 
◇第４回青少年環境地域づくり部会 

日 程 令和 2年 11 月２７日(金)午後 7時から  

場 所 大馬越地区コミセン会議室 

参加者 コミ三役・部会員全員 

 

 

写
真
は
、
旧
大
馬
越
小
学
校
信
号
機
付
近
の
国
道
沿
い
路
傍

花
壇
の
秋
桜
で
す
。
今
が
見
ご
ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

◇まるごとささえ愛事業支援者講習会＆ 

地区別意見交換会 

日 程 令和 2年１１月１２日(木) 

午後６時３０分～(支援者講習会) 

午後７時～  地区別意見交換会 

場 所 大馬越地区コミセン会議室 

参加者 該当者はハガキで通知 

 

 

小さな拠点づくり事業各自治会から多く

の貴重なご意見等アンケート調査有難う

ございました。 

今後調整会議で議論されます。 



 

 

日 曜日 時間 行     事 日 曜日 時間 行      事 

１ 日  

 

16 月 

 

11:25 

13:30 

燃やせるゴミ(長野) 

移動金融車＋笑味ちゃん号 

命の貯蓄体操普及会 

２ 月 

 

9:00 

11:25 

13:30 

15:00 

燃える＋不燃ゴミ(長野) 

わっはっは体操 

移動金融車＋笑味ちゃん号 

命の貯蓄体操普及会 

小さな拠点づくり役員会 

17 火 

 燃やせるゴミ(大馬越) 

３ 火 祝日 燃やせるゴミ(大馬越) 18 水 9:00 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ愛好会 

４ 水 
9:00 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ愛好会 

19 木 
 

10:00 

燃やせるゴミ(長野) 

行政相談 

５ 木 

 

9:00 

燃やせるゴミ(長野) 

コミ主事連絡会議 20 金 

 

13:30 

19:00 

燃える＋資源ゴミ(大馬越) 

さわやか体操クラブ 

小さな拠点づくり調整会議 

６ 金 
 

13:30 

燃える＋資源ゴミ(大馬越) 

さわやか体操クラブ 
21 土 

  

７ 土   22 日   

８ 日 
8:00 

 

粗大ごみ搬入受付 

入来保健センター前 
23 月 祝日 

不燃ゴミ(大馬越) 

燃やせるゴミ(長野) 

９ 月 

 

11:00 

11:25 

13:30 

燃やせるゴミ(長野) 

移動交番 

移動金融車＋笑味ちゃん号 

命の貯蓄体操普及会 

24 火 
9:00 

19:00 

燃やせるゴミ(大馬越) 

大正琴 

自治活動健康福祉部会 

10 火 

 

9:00 

10:30 

燃やせるゴミ(大馬越) 

大正琴 

戦没者追悼式 

25 水 

9:00 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ愛好会 

11 水 9:00 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ愛好会 26 木  燃やせるゴミ(長野) 

12 木 

 

18:30 

19:00 

燃やせるゴミ(長野) 

まるごと支援者講習会 

まるごと地区別委員会 

27 金 

 

 

19:00 

燃やせるゴミ(大馬越) 

資源ゴミ(長野) 

青少年環境地域づくり部会 

13 金  
燃やせるゴミ(大馬越) 

資源ゴミ(長野) 
28 土   

14 土   29 日    

15 日   30 月 

 

11:25 

13:30 

燃やせるゴミ(長野) 

移動金融車＋笑味ちゃん号 

命の貯蓄体操普及会 

※農家の皆さん稲の収穫作業は一段落されたでしょうか。来月号は発刊２００号となります。 

大馬越地区ｺﾐｭﾆﾃｨ協議会 令和 2 年 １１月のｶﾚﾝﾀﾞｰ 

 


